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ガ ー ル
このコーナーでは、市内で農業に取
り組む、若き担い手たちを紹介して
いきます。

「わたしは農オタク　さわやかに笑う理系女子」

― 名張で農業を始めたきっかけは
　大学時代は、農学部で植物学を専攻してい
ました。実家は福島県いわき市の非農家でし
たが、環境問題に興味があり、有機農業につ
いて勉強するうちに現場を知りたくなりまし
た。そこで、地元の農業法人に就職すること
にしました。最初は軽い気持ちで研修を受け
ていましたが、農業で食べていくことの厳し
さを実感しました。農園の一部が福島第一原発から 30キロ圏内であったた
め、別の農場を探していたんです。たまたま立ち寄った、東京の農業人フェ
アで三重県の職員さんにつかまって、気がついたら名張に（笑）。
― 今は何を作っているのですか？
　福廣農園で施設野菜を作っています。メインはハウストマトの栽培です。
福廣さんの農業はすごいですよ。とても理論家で実践者です。有機トマトの
ハウスはとてもきれいで有機農業のイメージが変わりました。おいしくて安
全で、そして経営として成り立つ農業を目指さなければならないということ
を学んでいます。トラクターの運転もうまくなりましたよ。
― 将来の夢を教えてください
　農業者を目指す以上、自分の農地、農場を持って経営として成り立つ農業
をやりたいと思っています。福廣農園の有機トマトの作り方もしっかり学ん
で（笑）。
◎ 鯨岡さんに薦原周辺の農地 10～ 20 アールを貸してもいいという人は、   
農業委員会事務局へご連絡ください。

　食の大切さと耕作放棄地対策を考えようと、8月 18 日
に農業研修センターで、農業委員会主催による親子クッキ
ング教室を開催しました。13組 33 人の親子が参加。4人
の女性農業委員が講師となり、地元食材を使った夏野菜カ
レー作りに挑戦しました。　　
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 1. 稲刈の作業は、ほ場条件により決定する。
 2. 稲刈は、ひも持ちとする。
 3. もみ、玄米および作業機の輸送費を別途加算する。
 4. 乾燥、籾摺はくず米を含む総重量あたり
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葛尾地区

★

現地

親子クッキング教室を開催しました。

▲撤去完了後の土地の全景（5月 16日撮影） 
   下流域には、山添村菅生地区の田と集落があります。

注）農作業賃金の協定基準について　　1. オペレーター賃金は時間あたり2,000 円、補助作業賃金は一般作業に準じます。　　2. この賃金・料金はすべて弁当持参　
　　　3. 労働時間は、1日 8時間  　　4. 上記金額には消費税は含まない。　　※目安ですので実施にあっては双方話し合って決めてください。　
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▲葛尾地区は、名張市の北西、薦原地域の端、周囲を奈良県   
   山添村に囲まれた山間地です。


